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気象庁⻑官  関⽥ 康雄 様 
 

気象庁による⽣物季節観測の変更の⾒直しを求める要望書 
 

気象庁は、1953 年以来、全国の気象官署で統⼀した基準により、植物の開花⽇、発
芽⽇、紅葉⽇等について 34 種⽬ 41 現象を対象にした植物季節観測を、⿃や昆⾍等の初
鳴⽇や初⾒⽇について 23 種⽬ 24 現象を対象にした動物季節観測を、それぞれ実施し
てきました。観測された結果は、わたしたちの⽣活情報のひとつとして利⽤され、さら
に季節の遅れ進みや、気候の違いなど総合的な気象状況の推移を把握することにも⽤い
られ、近年では気候変動が⽣物や⽣態系に及ぼす影響の評価にも活⽤されてきました。
しかし、令和 3 年 1 ⽉より、6 種⽬ 9 現象の植物のみを対象とした⽣物季節観測に変更
することが、令和２年 11 ⽉ 10 ⽇付けで気象庁より発表されました1。これは、実に 67
年間にわたり⾏われてきた、⽇本の⾝近な⾃然を代表する動植物を対象とした観測の多
くが中⽌されることを意味します。しかしながら、観測が中⽌される観測項⽬の中には、
55 か所の気象台において 1953 年より観察されてきたモンシロチョウの初⾒⽇のよう
に、⻑期間・広範囲にわたり観測されてきた⽣物種を対象とした現象も少なくありませ
ん。このような種⽬を対象とした⽣物季節観測の中⽌は、学術的にも社会的にも⼤きな
損失となることが予想されます。わたしたちは、気象庁が⾏われてきた⽣物季節観測に
ついて、これまでの結果だけでなく将来にわたる重要性を鑑み、以下の要望をいたしま
す。 
 
１．これまでの観測発表回数2が 300 回を超えている動物季節観測 6 種⽬ 6 現象3につい

ては、わたしたちの⽣活情報や⽂化としての価値、気候変動影響の評価等の学術的・
社会的な価値が極めて⾼いため4 5、令和 3 年１⽉以降も継続して観測する項⽬に
戻す等の⾒直しを⾏うこと。 

２．動物季節観測については⼀律に中⽌するのではなく、地域により対象を絞って継続
的に観測することに加え、対象を⾒つけることが困難となった気象台でのみ観測を
中⽌する等の再考を⾏うこと。 

３．観測項⽬変更の⾒直しの中で、対象を⾒つけることが特に困難になってきている気
象台においては、例えば地域における市⺠参加型観測体制の導⼊により観測継続の
可能性について検討を⾏うこと。  
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 近年では気候変動が⽣物の⽣存や⽣態系の成⽴を脅かす⼤きな問題になってきてい
ます6 7 。その気温上昇による影響は広く⽣物界全般に拡がりつつあり、⽣物季節や⽣
息域、⽣物群集の変化を引き起こしていると考えられています。特に、気象庁がこれま
で観測してきた⽣物季節、植物の開花・発芽・紅葉・落葉、動物の出現・鳴き始め等が、
ここ３０年の気候変動によりすでに⼤きく変化していることが知られています。例えば、
気象庁がこれまで観測してきた⽣物季節データを使った様々な解析から、開花の早まり
や結実の遅れ、開花期間の延⻑、動物の出現の遅れ等が報告されています8 9 10 11 12 13 
14。これらの成果の⼀部は、気候変動に関する政府間パネル第５次評価報告書に引⽤さ
れるなど、気候変動に関する政府間パネルでの⽬標設定にも⼤きく寄与しています。 
 ⽣物や⽣態系の⻑期観察は、多くの⽣態学、保全⽣物学的なデータを提供し、特に気
候変動に関する多くの知⾒をもたらし、それによって温室効果ガス排出削減の枠組みや
⽣物多様性国家戦略（愛知⽬標）などの、国際的な⾏政指針の策定に多⼤な貢献をして
きました。⽇本の⽣物季節観測データは近年でも、地球規模での⽣物季節の解析にも⽤
いられ15、その価値は国際的にも評価されています。気象庁の⽣物季節観測は 67 年に
わたり全国統⼀的な⼿法で観測が⾏われており、これらのように⼤変貴重な⻑期観察デ
ータとして、⽇本はもとより、海外でも利⽤されております。今後はさらに気候変動が
進む時代になると予想され、その⽣物季節観測の重要性が増すものと考えられます。 
 わたしたちは、⽣物季節観測の事業について、継続することによる多くの科学的知⾒
の蓄積とそれによる政策⽴案の可能性について⼗分検討されないまま、多数の項⽬の中
⽌が検討されている状況を深く憂慮しています。中でも、動物・昆⾍の観測がすべて撤
廃されることは極めて遺憾で、⼀般に植物と動物の両⽅のデータがそろって初めて理解
できる現象が少なからず⾒られます。また、全国各地にある気象台から約 70 年間集積
されたデータの価値は、今後さらに継続的にデータを得ることで、環境変動や季節変動
を客観的に捉える上での⼆度と得られない科学的根拠に基づいた重要な基礎データと
なり、将来予測にも必ずや役⽴てられるものになると確信しています。つまり、これま
で⻑期に渡って継続されてきた、かけがえのない⽣物調査が廃⽌されてしまうことは、
世界的にも多⼤な損失に繋がるのです。 
 

わたしたちは⽣物季節観測の変更に係る⾒直しについて、必要な情報提供や種⽬選別
作業等に関する協⼒・⽀援を惜しみません。また、これらの⽣物季節観測を継続するた
めの⼿法として、市⺠参加型の観測体制の導⼊等16についても、専⾨家集団として協⼒
をさせて頂く⽤意がございますことを最後に申し添えます。 

以上 
2020 年 12 ⽉ 23 ⽇ 
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